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行研究が乏しく試料の確保や分析に想像以上の労力を要した。墨の材料である膠と煤の製造を行い、そ
の体系化を図ることから始めた。製墨技術の変遷と日本古典絵画に与えた影響にも着目し、徹底した調
査を繰り返しそれらを明確にしていった。『古梅園墨譜』等過去の墨に関する資料の分析を行い、和紙に
適した「和方式」と唐紙に適した「唐方式」の違いについての試作による実証を行っている。 
 本研究の最も優れている点は、墨の材料である膠と煤について製造過程を実証し、得られた大量の素
材を多方面から科学的分析を繰り返している点である。 
 手順として、膠の製造を研究し、古い伝統に準じた添加物を使わない膠を作り上げた。牛、鹿、猪等
の原皮の確保から、毛の除去皮下脂肪及び結合組織の除去、原料皮の乾燥、膠の抽出、凝固裁断乾燥の
工程を全て自らで行い、不純物の少ない理想的な膠を作り出すことに成功した。これらは大変な異臭と
手間を要する作業で、実際に行うのは容易なことではなかった。それぞれの過程で出来た100種類近くの
膠を科学的に分析し、水分、粘土、ゼリー強度、灰分、油脂分、不溶解分、融点、凝固点、透過率、Ph
等について、専門の分析施設に依頼し正確な数値化し資料を作成した。今後の研究者にとっての貴重な
基礎データを作り上げた。それにより現在市販されている膠との比較検討も行われ、今の膠の欠点を明
確に実証する結果となった。本研究で作った膠は、新鮮な原皮と入念な下処理、適切な温度管理により
無添加でありながら明度や透明度の高い柔軟性を持つ強度のある膠を作り出すことに成功した。これら
は、途絶えかけた膠の製造を継承して行く上でも貴重な資料になる。この研究成果を学会等で発表し広
く結果を公表しており、多くの分野にとっても大いに参考になっている。 
 また墨製造における主要な材料として煤の存在がある。その製造方法として土器を用いた油煙煤の芯
焚き方と、障子焚き生松の松煙煤の２種類の方法を実証している。双方の煤の採取方法を実際に行い、
その違いを明確に分析している。これも汚れと手間のかかる大変な作業であったが、工夫を凝らし有意
義な分析材料を得ることができている。 
 油煙煤の採取方法として、愛知県産有機栽培黒胡麻から非加熱圧搾抽出した油を使用した。この他参
考資料として市販の桐油や菜種油についても煤採取を行い、比較検討の基礎資料の材料とした。油煙製
造の道具として墨製造業者からの情報をもとに、同型の土器採取用具を製作し実験を行い、その製造過
程が論文の中に写真資料と共に記録されている。 
 松煙煤の採取方法として、赤松の生松の肥松を全国に探し回り手にいれた。明治から昭和初期の文献
資料をもとに、高さ、奥行、幅、各1.8メートルの防炎材障子小屋を作り、その中に土器籠を置きその中
で肥松を不完全燃焼させ煤を採取した工程も記録されている。 
 多くのサンプルによる分析を繰り返し、古典的な製法に準じた膠と煤を使用することにより、市販さ
れている墨とは異なった優れた研究成果を得ることができた。その結果、煤に対する膠含有率の大きい
墨は比較的分散安定性に優れ、均質な滲みや輪郭の明確な筋目を生むことが証明された。 
 この結果をもとに付論として掲げた、伊藤若冲作水墨画作品の復元模写を行い、筋目描という技法の
再現にも成功し、その成果を実証することができた。 
 今回の博士論文において、全ての材料を自らで製作し徹底的に科学的分析を行い、その成果を作品に
生かしていくという前例のない研究として、この研究が今後に与える影響は計り知れず大きい。 
 
